
So, what is true faith?



◆マーティン・ロイドジョンズ（David Martyn Lloyd-Jones）

生涯：1899/12/20-1981/3/1

「20世紀最大の説教家」

彼の残した説教集は、今でも、福音派の
多くの牧師たちが参考にしている。

「信仰とは、単なる知的な同意ではありません。
人は、聖書全体の教えに知的な同意を与えても、
そのまま地獄に行くことがあるのです。」

“Faith is not merely intellectual assent. A man 
can give intellectual assent to the teaching of the 
whole bible and go straight to hell.”

Greatest 
preacher of 20th

century, whose 
sermon 
collection 
continues to 
impact pastors 
today.

Lived: 1899-1981



表題：「では、本物の信仰とは？」

命題：「本物の信仰が持っている３つの特徴」について考えてみましょう

聖書個所：新約聖書から随所
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Three characteristics of true faith 
(selected passages)



表題：「では、本物の信仰とは？」

命題：「本物の信仰が持っている３つの特徴」について考えてみましょう 

Ⅰ・みことばを受け入れる信仰！（ヤコブ2:14-26）
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1. A faith that receives the Word of God 
(James 2:14-26)



●ヤコブ２章

14私の兄弟たち。だれかが自分には信仰があると言っても、その人
に行いがないなら、何の役に立ちましょう。そのような信仰がその
人を救うことができるでしょうか。

15もし、兄弟また姉妹のだれかが、着る物がなく、また、毎日の
食べ物にもこと欠いているようなときに、

16あなたがたのうちだれかが、その人たちに、「安心して行きなさい。
暖かになり、十分に食べなさい」と言っても、
もしからだに必要な物を与えないなら、
何の役に立つでしょう。

(James 2:14-26)



●ヤコブ２章

17それと同じように、信仰も、もし行いがなかったなら、それだけでは、
死んだものです。

18さらに、こう言う人もあるでしょう。「あなたは信仰を持っているが、
私は行いを持っています。行いのないあなたの信仰を、私に見せてく
ださい。私は、行いによって、私の信仰をあなたに見せてあげます。」

19あなたは、神はおひとりだと信じています。りっぱなことです。
ですが、悪霊どももそう信じて、身震いして
います。

20ああ愚かな人よ。あなたは行いのない信仰
がむなしいことを知りたいと思いますか。

(James 2:14-26)



●ヤコブ２章

21私たちの父アブラハムは、その子イサクを祭壇にささげたとき、
行いによって義と認められたではありませんか。

22あなたの見ているとおり、彼の信仰は彼の行いとともに働いたので
あり、信仰は行いによって全うされ、

23そして、「アブラハムは神を信じ、その信仰が彼の義とみなされた」と
いう聖書のことばが実現し、彼は神の友と
呼ばれたのです。

24人は行いによって義と認められるのであって、
信仰だけによるのではないことがわかる
でしょう。

(James 2:14-26)



●ヤコブ２章

25同様に、遊女ラハブも、使者たちを招き入れ、別の道から送り
出したため、その行いによって義と認められたではありませんか。

26たましいを離れたからだが、死んだものであるのと同様に、行いの
ない信仰は、死んでいるのです。

(James 2:14-26)



表題：「では、本物の信仰とは？」

命題：「本物の信仰が持っている３つの特徴」について考えてみましょう 

Ⅰ・みことばを受け入れる信仰！（ヤコブ2:14-26）

・「理解する」と「受け入れる」の違い 本
信物
仰の
？

1. A faith that receives the Word of God 
(James 2:14-26)

• The difference between 
understanding and receiving



◆「信じる」という言葉に訳されることが多い

ギリシヤ語の「ピスチューオー」について…

一般には、「信じる、信頼する」という風に、日本語では訳される。

また、ギリシヤ語の辞書には、次のように説明がされてあった。

「人格的信頼を全面的にかけて投入する。

信じ込む、頼み切る、自分自身を委ねて服する
特に、自分への依存や自分の行為の義への信頼を捨てて、
神から与えられた義であるキリストへ信頼に全面的に切り替える
また、彼の中に信頼を置き切って委ね続ける…」

vιστϵue

Greek dictionary: Surrender and submit oneself; abandoning reliance 
on oneself or trust in the righteousness of one's own actions, and 
instead fully trust in Christ continually, the righteousness given by God.

The Greek word for “believe” …



表題：「では、本物の信仰とは？」

命題：「本物の信仰が持っている３つの特徴」について考えてみましょう 

Ⅰ・みことばを受け入れる信仰！（ヤコブ2:14-26）

・「理解する」と「受け入れる」の違い

・「福音の三要素」とは？
本

信物
仰の
？

1. A faith that receives the Word of God 
(James 2:14-26)

• The difference between 
understanding and receiving

• The three elements of the gospel



●Ⅰコリント１５章

1 兄弟たち。私は今、あなたがたに福音を知らせましょう。これは、
私があなたがたに宣べ伝えたもので、あなたがたが受け入れ、また、
それによって立っている福音です。

2 また、もしあなたがたがよく考えもしないで信じたのでないなら、
 私の宣べ伝えたこの福音のことばをしっかりと保っていれば、この
 福音によって救われるのです。

(1 Cor 15:1-2)



●Ⅰコリント１５章

3 私があなたがたに最もたいせつなこととして伝えたのは、私も受けた
ことであって、次のことです。キリストは、聖書の示すとおりに、
私たちの罪のために死なれたこと、

4 また、葬られたこと、また、聖書の示すとおりに、

①

②

③三日目によみがえられたこと、

5 また、ケパに現れ、それから十二弟子に
現れたことです。

(1 Cor 15:3-5)

1. Christ died for our sins
2. He was buried
3. He was raised on the third day



表題：「では、本物の信仰とは？」

命題：「本物の信仰が持っている３つの特徴」について考えてみましょう 

Ⅰ・みことばを受け入れる信仰！（ヤコブ2:14-26）

・「理解する」と「受け入れる」の違い

・「福音の三要素」とは？

Ⅱ・神のために、生きようとする信仰！（ヨハネ8:31-47）

1. A faith that receives the Word of God (James 2:14-26)
• The difference between understanding and receiving
• The three elements of the gospel
2.  A faith that lives for God (John 8:31-47)



●ヨハネ８章

30 イエスがこれらのことを話しておられると、多くの者がイエスを信じた。

31 そこでイエスは、その信じたユダヤ人たちに言われた。「もし
あなたがたが、わたしのことばにとどまるなら、あなたがたはほんとう
にわたしの弟子です。

32そして、あなたがたは真理を知り、真理はあなたがたを自由に
します。」

33彼らはイエスに答えた。「私たちはアブラハム
の子孫であって、決してだれの奴隷になった
こともありません。あなたはどうして、『あなた
がたは自由になる』と言われるのですか。」

(John 8:31-37)



●ヨハネ８章

34イエスは彼らに答えられた。「まことに、まことに、あなたがたに告げ
ます。罪を行っている者はみな、罪の奴隷です。

35奴隷はいつまでも家にいるのではありません。しかし、息子はいつ
までもいます。

36ですから、もし子があなたがたを自由にするなら、あなたがたは
ほんとうに自由なのです。

37わたしは、あなたがたがアブラハムの子孫で
あることを知っています。しかしあなたがたは
わたしを殺そうとしています。わたしのことばが、
あなたがたのうちに入っていないからです。

(John 8:31-37)



表題：「では、本物の信仰とは？」

命題：「本物の信仰が持っている３つの特徴」について考えてみましょう 

Ⅰ・みことばを受け入れる信仰！（ヤコブ2:14-26）

Ⅱ・神のために、生きようとする信仰！（ヨハネ8:31-47）

・義のために生きようとする！

1. A faith that receives the Word of God (James 2:14-
26)

2. A faith that lives for God (John 8:31-47)
• Living for righteousness



●ヨハネ８章

30 イエスがこれらのことを話しておられると、多くの者がイエスを信じた。

31 そこでイエスは、その信じたユダヤ人たちに言われた。「もし
あなたがたが、わたしのことばにとどまるなら、あなたがたはほんとう
にわたしの弟子です。

32そして、あなたがたは真理を知り、真理はあなたがたを自由に
します。」

33彼らはイエスに答えた。「私たちはアブラハム
の子孫であって、決してだれの奴隷になった
こともありません。あなたはどうして、『あなた
がたは自由になる』と言われるのですか。」

(John 8:30-33)



●ヨハネ８章

41あなたがたは、あなたがたの父のわざを行っています。」彼らは
言った。「私たちは不品行によって生まれた者ではありません。
私たちにはひとりの父、神があります。」

42イエスは言われた。「神がもしあなたがたの父であるなら、あなた
がたはわたしを愛するはずです。なぜなら、わたしは神から出て来
てここにいるからです。わたしは自分で来たのではなく、神が わた
しを遣わしたのです。

43あなたがたは、なぜわたしの話していることがわからないのでしょう。そ
れは、あなたがたがわたしのことばに耳を傾けることができない
からです。

(John 8:41-47)



●ヨハネ８章

46あなたがたのうちだれか、わたしに罪があると責める者がいますか。
わたしが真理を話しているなら、なぜわたしを信じないのですか。

47神から出た者は、神のことばに聞き従います。ですから、あなたが
たが聞き従わないのは、あなたがたが神から出た者でないからです
。」

(John 8:41-47)



●マタイ５章

10義のために迫害されている者は幸いです。天の御国はその人
たちのものだから。

11わたしのために人々があなたがたをののしり、迫害し、ありもしな
いことで悪口を浴びせるとき、あなたがたは幸いです。

12喜びなさい。喜びおどりなさい。天ではあなたがたの報いは大きい
から。あなたがたより前にいた預言者たちを、
人々はそのように迫害したのです。

(Matt 5:10-12)



◆マタイ７章
「砂の上に、家を建てた愚かな者」
「岩の上に、家を建てた賢い者」

(Matt 7: the wise & foolish builder)



●ルカ１７章

15そのうちのひとりは、自分のいやされたことがわかると、大声で神を
ほめたたえながら引き返して来て、

16 イエスの足もとにひれ伏して感謝した。彼はサマリヤ人であった。

17そこでイエスは言われた。「十人きよめられたのではないか。九人
はどこにいるのか。

18 神をあがめるために戻って来た者は、
この外国人のほかには、だれもいないのか。」

19それからその人に言われた。「立ち上がって、
行きなさい。あなたの信仰が、あなたを
直したのです。」

(Luke 17:15-19)



◆ある教会のホームページから…

God loved 
you so 
much that 
He gave His 
own life for 
you. You 
are worth 
that much.

On a particular church’s homepage

What is 
your worth?



表題：「では、本物の信仰とは？」

命題：「本物の信仰が持っている３つの特徴」について考えてみましょう

Ⅰ・みことばを受け入れる信仰！（ヤコブ2:14-26）

Ⅱ・神のために、生きようとする信仰！（ヨハネ8:31-47）

・義のために生きようとする！

・ごほうびが用意されてある！

Ⅲ・神を愛する信仰！（Ⅰヨハネ3:21-24）

3.  A faith that loves God (1 John 3:21-24)



●Ⅰヨハネ３章

21愛する者たち。もし自分の心に責められなければ、大胆に神の
御前に出ることができ、

22また求めるものは何でも神からいただくことができます。なぜなら、私
たちが神の命令を守り、神に喜ばれることを行っているからです。

23神の命令とは、私たちが御子イエス・キリストの御名を信じ、 キ
リストが命じられたとおりに、私たちが互いに愛し合うことです。

24神の命令を守る者は神のうちにおり、神もまたその人のうちに お
られます。神が私たちのうちにおられるということは、神が私たちに
与えてくださった御霊によって知るのです。

(1 John 3:21-24)



表題：「では、本物の信仰とは？」

命題：「本物の信仰が持っている３つの特徴」について考えてみましょう 

Ⅰ・みことばを受け入れる信仰！（ヤコブ2:14-26）

Ⅱ・神のために、生きようとする信仰！（ヨハネ8:31-47） 

Ⅲ・神を愛する信仰！（Ⅰヨハネ3:21-24）

・神を愛する者へと変えられた！

3. A faith that loves God (1 John 3:21-24)
• Being changed into someone who loves God



●Ⅰヨハネ５章

13 私が神の御子の名を信じているあなたがたに対してこれらのことを
書いたのは、あなたがたが永遠のいのちを持っていることを、あなた
がたによくわからせるためです。

(1 John 5:13)



●Ⅰヨハネ３章

21愛する者たち。もし自分の心に責められなければ、大胆に神の
御前に出ることができ、

22また求めるものは何でも神からいただくことができます。なぜなら、私
たちが 『神の命令』（23節）＝単数形ことを行っているからです。

23神の命令とは、私たちが御子イエス・キリストの御名を信じ、 キ
リストが命じられたとおりに、私たちが互いに愛し合うことです。

24神の命令を守る者は神のうちにおり、神もまたその人のうちに お
られます。神が私たちのうちにおられるということは、神が私たちに
与えてくださった御霊によって知るのです。

(1 John 3:21-24)



●Ⅰヨハネ３章

14私たちは、自分が死からいのちに移ったことを知っています。 そ
れは、兄弟を愛しているからです。愛さない者は、死のうちにと
どまっているのです。

15兄弟を憎む者はみな、人殺しです。いうまでもなく、だれでも人を
殺す者のうちに、永遠のいのちがとどまっていることはないのです。

(1 John 3:14-15)



表題：「では、本物の信仰とは？」

命題：「本物の信仰が持っている３つの特徴」について考えてみましょう 

Ⅰ・みことばを受け入れる信仰！（ヤコブ2:14-26）

Ⅱ・神のために、生きようとする信仰！（ヨハネ8:31-47） 

Ⅲ・神を愛する信仰！（Ⅰヨハネ3:21-24）

・神を愛する者へと変えられた！

・『罪の奴隷』から解放された！

3. A faith that loves God (1 John 3:21-24)
• Being changed into someone who loves 

God
• Freed from slavery to sin!



●ローマ６章

18 罪から解放されて、義の奴隷となったのです。

（略）

20 罪の奴隷であった時は、あなたがたは義については、自由にふる
まっていました。

21 その当時、今ではあなたがたが恥じているそのようなものから、何
か良い実を得たでしょうか。それらのものの行き着く所は死です。

22 しかし今は、罪から解放されて神の奴隷と
なり、聖潔に至る実を得たのです。
その行き着く所は永遠のいのちです。

(Romans 6:18, 20-22)



◆考察：もともとは、「高いハードル」である救いを、私たち人間が、
勝手に「低いハードル」に変えてしまっていないだろうか？

Consider: have we humans 
arbitrarily lowered the bar for  
salvation, which was originally 
high?



目を閉じて、

共に祈りましょう

「祈りのとき」
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